

















講師はハワイ育ちの日系人， 鬼 頭 イツ子先生であった。小さな録音室に机を挟んで二
き とう
人向かい合って椅子に座り，テキストに従って日常会話を発音したり，簡単な問答を
するというものであった。 鬼 頭 イツ子先生は当時４０歳代と思われるご夫人で，声が美
き とう
しく発音が 殊 の外，明瞭だった。私も英語の発音に異常なまでに 拘 りがあり，かなり
こと こだわ
自信を持っていた。この放送録音を 従弟 の 利 彰 君がレコードにしてくれ，何度か聴く
い と こ  とし あき
度に，自分の声と人間性とでもいうものを認識し， 痛 痒 い恥ずかしさを持って一人狼
いた がゆ
狽していたのである。当時の英語会話の講師として James HARRIS 先生がラジオの方で，
William MOORE 先生がテレビの方で活躍されていた。日本人の講師としては松本 亨 先
とおる
生の名前が知れ渡っていた。五十嵐新次郎先生，田崎清忠先生，江川 泰 一郎 先生など
たい いちろう










十嵐新次郎先生 の飄 々と したものまね






































ているのは《 Nosotros   hablamos 》（我々は話す）という動詞の活用だけである。






















































































数応募したそうである。その新聞広告を見た 岩重 十四三 君と言う“トリニティ・コー































３つのアマチュア合唱団：《 LA   FAITA 》，《 I    Cantori   della   Valtenesi 》，《 ALPE   ADRIA 》























１９７１（昭和４６）年に 桜 美 林 大学に勤め始めた頃， 金 （潤）先生という６０歳位の男性教































末頃から１０月の中頃までの Les   grandes   vacances （大休暇）であるので，過ごし方が





安かった。２年目の夏休みは Paris であった。パリの「大学都市」 La  Cite  ´   Universitaire 








かったのである。 金 （ 圭  復 ）君がパリに来ているのを知っていたので，連絡を取ると，
キム キュウ ボク
夜，路上喫茶で会う事ができた。彼の隣りにかなり美人のアジア系の女性が，にこに
こしながら，一瞬，ちょっと視線を落として私の様子を 窺 っていた。 金 （ 圭  復 ）君が
うかが キム キュウ ボク
私を紹介すると，彼女は立ち上がり，にこやかに私の右手を握り締めた。まるで男の
握力であった。彼女は，韓国人で，パリの女子寮に住み，夏休みの間，この「大学都







 石油 で莫大な利益を上げていた為か，学生寮の設備はカナダ館を 遥 かに超えていた。
せ き ゆ  はる


















あった。 金 （ 圭  復 ）君は私とほぼ同年齢， 金 （ 和 敬 ）嬢は５歳ほど年下であった。二











・・・というメロディーの下にローマ字が記されていた。♪Ｈε nun Joso Oduwnd ε
─ ３１ ─
私の外国語遍歴






回か 金 （ 圭  復 ）君， 金 （ 和 敬 ）嬢と会っていた。その折，２人は，記念にメッセージ




















（ 和 敬 ）嬢に似ている娘がいた。私は話をしたいと思っていたのだがなかなか
ホワ ギョン
チャンスが訪れなかった。キャンプ後半の夜会の時，世話係の青年に話して見ると，
その青年がその女子学生を私の 傍 に連れて来てくれたのである。彼女は 金 （ 和 敬 ）嬢









































When I was a high school student, I began to be interested in English, so that I 
became accustomed to listen to the radio programs on English studies as well as to 
watch the TV ones.
And also I began to keep a dairy in English. 
In １９５９ I entered Rikkyo University as a student of the Department of Economics. At 
that time my interest was not in Economics, but in English, French and Japanese literary 
works among cultural studies, while belonging to the Glee Club （chorus club） . 
After graduation from the Economics Department, I enrolled in the French 
Literature Department of the same university. I studied the works of Fran ¸c ois RABELAIS, 
Gustave FLAUBERT, St ´e phane MALLARM E´ , Paul VAL E´ RY etc. there.  At the same time I began 
to keep a diary in French in place of English, while taking private lessons of classical 
singing.
Then I had the opportunity to spend two years in Montpellier, located in the 
southern part of France from １９６９ to １９７１. I met many foreigners there. And I 
particularly associated with students who spoke French, English, Spanish, Thai, Korean 
and Vietnamese in their home countries.
Returning to Tokyo in １９７１, I stood behind the lectern of various universities such 
as Obirin, Tamagawa, Rikkyo-Jogakuin and Jissen teaching French.
I started to listen to NHK radio and watch TV programs in foreign languages : 
Italian, Russian, Chinese and German including French, English and Spanish, etc.
I related in this essay my own experiences with native speakers communicating in 
English, in Spanish, in Italian and in Korean.
Though I have learned various foreign languages for many years, I am still a 
beginner in any language（alas!）
Communicating in foreign languages, in any case, is for me a great pleasure which 
uplifts me into an ecstatic spirit.
My Life with Foreign Languages
Hiroyasu TOGASAKI
